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の修飾がつきまとう。最近， Sekineら1)は TNBを用いて完全に SH1のみ修飾した DNP-SHi-

myosinを調整した。一方F四Aに結合した SK-TMはacto-myosin(AM)-A TPaseを阻害し，

平滑筋（SM)-TMはそれを活性化するように，各 TMは AMの相互作用に大きな影響を与え

ている2）。 Myosinの SH1部位がこれら TMの作用にどのような関係をもつかを DNP-SH「

myosinを用いて検討し次のような結果を得た。 1)Myosin-ATPaseのF-Aによる活性化はSH1

の修飾によって著しく減少したが， AM-ATPaseの比活性は変わらなかった。 2)Acto-DNP-

SHi-myosin (AM')-ATPaseは SM-TMによる活性化は完全に消失したが， SK-TMによる阻

害は約50%残った。 3)AM-ATPaseとは程度が異なるが， AM'-ATPaseはトロポニンーTM系

による Ca調節を示した。

以上の結果から， SH1はF-Aに結合したTMと相互作用をする部位で，TMの情報をMyosin-

ATPaseに伝幡する経路にあたると考えられる。

1) Sekine, T. et al. (1984) J. Biochem. 96, 27ー33.

2) Yamaguchi, M. et al. (1984) Biochemistry. 23, 774ー779.
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トロポエン－T処理による骨格筋筋原繊維の Ca2＋感受性の消失

渡辺和子＊，野本義雄＊，山口正弘＊＊，渡辺葉子，中山雪麿

〔第58回 日本生化学会（1985年9月）で発表〕

ウサギ腸腰筋のグリセリ γ処理した筋繊維は，しばしばトロポニ γートロポミオシン系による

Ca2＋調節機構を失うことがあり，この現象は，内在性のプロテアーゼによって，調節タンパク

質が分解したことによると報告した九調節タンパク質であるトロポニン複合体の一成分トロポ

ニンーTをCa2＋感受性のある筋繊維に加えると， Ca2＋感受性を消失することが見いだされた九

今回，この機構を解明する目的で骨格筋筋原繊維を用いて検討した。

骨格筋筋原繊維（MF）は，ウサギ骨格筋から 50unit/ml Trasylol, 1 μM pepstatin存在下，

Perry & Zydowの方法により， トロポニンーT(TN-T）は，江橋らの方法で調製した。

MFにTN-Tを添加し， 0°Cでovernight後， ATPase活性を測定すると， Ca2＋感受性は，対

照（TN-Tを添加しない場合〉に比べて減少していた。その際， TN-Tの添加による SDS-PAGE

によれば， TN-Iおよび TN-Cが除去されることが認められた。この現象は，骨格筋再構成アク

トミオシン系を用いた場合でも同様に認められた。

1) Nakayama, Y. et al. (1983) Jρn. ]. Physiol., 33, 559ー566
2) Nakayama, Y. et al. (1985) J. Physiol. Soc. of ]aρan, 47, 514 
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